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Summary

lnthisresearchtheroleoHnternetinKKJisconsidered.KKJistheprojectwhichhasbeendonebyKyoto

UniversltyandKeioUniversltyjointlyin1999.Thesubjectis"educationandcommunication"whichofferedby

ResearchCenterforHigherEducationinKyotouniversityand"ⅠNOSHITAseminar"whichProfessorlnoshita
I†

orKeioUniversltytakescharge.Thispracticehasthefeaturethat"JointCamp,"Classes"and"Internet"are

systematicallycombined.

AtfirstwedescribedprocessandtheoutlineorKKJProject.Andthenwereviewededucationalpractice

researchesinwhichInternetisused.Asaresult,theroleoHnternetisclassifiedintotherollowlng;

1)Atooltoobtainindividualknowledgeortheskill

2)Afieldtoenable"Communityoflearning"tobegeneratednaturally

Thefirstrolecanbedividedintofollowlngpattern;forSharingofinformation,forMasterofskillsand∫

orAcqulSitionornew knowledge.Theseroleshavenoessentialdifferencewithcurrentmedia.Butthe

secondroleisdifferentfrom them intheconcept10n.AndweconsideredthisdifferenceorlglnateSthenew

paradigmoflearnlng.

TheinternetinKKJplaysthesecondrole.WhileInternetincurrentpracticesisorganizedbeforehand,

ⅠnternetinKKJisfluid.Thethemehasnotbeendecidedbeforehandandthestudentsmakeupthe"field''by

themselves.Ⅰnsucharespect,itisdifferentfromcurrentpractice.

Attheend,theimportanceofanarrangementorlearnlngenvironmentisdescribed.

1.問題と目的

京都大学高等教育教授システム開発センターが提供する全学部 2-4年生対象の一般教育 ｢教育とコミュニケーショ

ン｣と､慶腔大学総合政策学部井下理教授が担当する2-4年生対象の ｢井下ゼミ｣が連携してゼミを行うという取

り組みが1999年4月より実施された｡ KKJ実践 (Kyoto-KeioJointSeminar)と名付けられたこの実践は､インター

ネットと授業と合同合宿という3つのリアリティが有機的に組み合わされたことにその特徴がある｡
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今E]ではほとんどの大学にインターネットが整備されるに伴い､このように､高等教育機関においてインターネッ

トを利周した実践も多く見受けられるようになってきた｡ しかし､インターネットの利用方法は様々であり､｢イン

ターネットを用いた教育実践｣とひとくくりに論 じることはできない｡

そこで本研究では､KKJ実践の経緯と概略について述べた上で､インターネットを利用 した教育実践研究を概観

する｡ そして､それらを類型化する中でKKJ実践におけるインターネットの位置づけを試みた｡

2.KKJ実践の経緯

慶艦義塾大学井下教授によると､こうした形態の授業が成立することになったきっかけは､井下教授と田中教授が

1996年12月の大学教育改革フォーラムで出会ったことにあるという｡ その後､ 2年間をかけて合同ゼミの可能性が検

討され､企画の確定と科目開設の準備がおこなわれた｡そして1999年に実行にうつされたわけである (井千､1999)0

井下ゼミでは､従来から ｢異文化接触による自己理解と視野の拡大｣が目指されており､合宿も毎年開催されてい

た｡例えば合宿にゼ ミのOB･OGなどが参加することで､社会人と学生の ｢異文化接触｣がなされてきたわけであ

るが､今回は ｢京都大学の学生｣が接触する異文化とされた､という経緯がある｡

一方､京都大学側は､大学教育について研究を進めてきた高等教育教授システム開発センターが提供する授業であ

る｡ このセンターは､平成8年度から ｢ライフサイクルと教育｣という全学共通科目の授業を提供し､またそれを公

開実験授業として授業後の授業検討会を含め内外にすべて公開している｡田中教授の担当した ｢ライフサイクルと教

育｣についての記録及び研究は多数にのぼるが (田中､1996､田中､1997a､田中､1997b､田中､1998､田中 ･杉

本 ･溝上､1998､田中 ･石村 ･大山 ･溝上､1999など)､京都大学側の ｢教育とコミュニケーション｣ という授業は

この ｢ライフサイクルと教育｣という授業の延長線上にとらえることができる｡以下にその理由を授業者の記述より

辿ってみることとする｡

(1)高度一般教育としての授業

｢教育とコミュニケーション｣の授業目標は､｢高度一般教育の一環として､人間存在にとって教育とコミュニケー

ションの大切さを体得させること｣にあるという (田中､1999)｡高度一般教育とは､この理念の創出にあたった岡

田の言葉でいうならば ｢それぞれの学問分野のエキスパー トが､その専門性の高さ､内容の深さを充分に保持 しつつ

も､他方で､専門性の狭い枠を越え出て､究極的には､自分をも含めて 『人間とは何ものなのか』『人間ならではの､

より人間的な生き方とは何か』といった根本的な問題を問いかけ､学生にそれを批判的に考えさせることを通 じて､

確固たる世界観や人生観を学生一人ひとりが自ら築き上げてゆくのを助成するような教養教育｣(岡田､1996)のこ

とである｡

高度一般教育と ｢ライフサイクルと教育｣についはすでに何回も触れられている｡ 例えば大山は､岡田 (1996)ら

の言葉を引きながら､高度一般教育の目的を ｢『私が生きる』ということと結びついた学問への態度を､学生が作 り
上げていくのを援助すること｣とした上で､｢『わたしが生きる』事と関わるような教育とは､いかなるものであろう

か｡これに答えるのは容易ではない｡しかしながら少なくともそれは､わたしが生きる 『日常』から切り離されたも

のであってほならないだろう｡ 知識を単に伝達するだけではなく､私たちの日常の中で考え主体的に判断し行動する

ことを助けるような､そうした 『教育』であるべきである｡言うまでもなく､公開実験授業でなされる 『教育』とは､

そうした日常性を射程に入れたものであった｡｣と述べている (大山､1999b､p.77)｡

田中は今回の実践にあたって､｢純粋なpersonalizationとしての一般教育/教養教育の実施実験｣ として ｢自他

とのコミュニケーションを通 じての自己表出/自己相対化/自己統合自己探索/自己形成のtripを､なるべ.く深 く､

行いたい｣としている｡ さらにこれは ｢『今』『ここ』の自己探索/自己形成には充分に及び得なかった講義形式 ･公

開実験授業の限界を乗り越えて企画された演習形式の授業である｣とも述べており (田中､1999)､｢ライフサイクル

と教育｣における講義形式からくる ｢限界｣を乗り越えて企画したことがよみとれる｡そこでは ｢教育とコミュニケー

ション｣に関するなんらかの知識情報の獲得が目指されるわけではなく､｢教育とコミュニケーションの大切さをま

さに ｢体得｣することが目指されているわけである｡すなわち､ここで重要なのは ｢何 (What)を得たか｣ではな

く､｢どう (How)変化したか｣である｡ ここでは ｢学ぶ｣ことは ｢個人的な人生軸上に何らかの 『意味』を与える｣
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(溝七 ･l川_1､1999)こととして位置づけけられているといえるが､こうした目標は ｢ライフサイクルと教育｣の延

長線_日ことらえることができる｡

(2) ｢何でも帳｣からの発展

｢ライフサイクルと教育｣は､｢何でも帳｣というノートに学生が毎回授業-の質問や反論､感想などを ｢何でも｣

記入し､それに教官が毎回コメントをつけて返すという相互行為を特徴とした授業である｡田中は､前任校である愛

媛大学の ｢教育哲学/人間形成論｣の授業において､′トテストというかたちで学生のコメントを書かせ､｢すべてに

ついてできるだけきちんと読み､テストの翌週には､授業の素材になりそうな数枚の答案を印刷して配布 し､これに

もとづいて指名による討論を行い､さらに私の考えを示し｣ており､｢6回のうち2回はすべてP答案に対 してコメ

ントを付して返去口し｣たと記 している 作目中､1996､p.128)0｢何でも帳｣は織田の試み (1993)に示唆されたもの

であると述べられているが (田中､1997b)､｢相互作用を通じて授業をともに組み立てていく｣田中教授のスタイル

は､愛媛入学時代にすでにみられたことがわかる｡

この ｢授業をともに組み立てていく｣という発想は､全学共通科目履修案内に ｢たとえばこの授業では､講義者と

受講者の双方向的なやりとりを重視し､それによって授業の内容や構成を繰り返し組み立てなおしていきます｡ した

がって､このシラバスそのものもまた､講義者と受講生諸君との融通のきかない ｢契約｣といったものではなく､む

しろ授業をっくっていく共同の作業のための ｢足掛かり｣であるにすぎません｡｣と記述されていることか らもうか

がえるし､実際に､｢当初計画｣と実際の ｢講義過程｣とはかなり異なったものとなっている (田中 ･杉本 ･溝上､

1998､pp.ll-16参照)｡田中は､｢ライフサイクルと教育｣を開講するにあたり､｢方法の面で考えなければならない

ことは､受講生が多人数であり互いゐ基本的構えが異質であることを､むしろ (逆手にとって)生かすことです｡｣

と述べているが (田中､1996､p.130)､｢やるべきこと｣と ｢やれること｣との間に､適切な妥協点を見つける (田

中､1996､p.130)ことも必要であり､こうした理念が方法として具現化されたものが ｢何でも帳｣であるとみるこ

とができる｡ 何でも帳のもつ特徴とは､先述 したように､それが授業の組二如こ利用されそれをもとに授業が展開する

ことにあるわけだが､｢何でも帳｣というメディアの性質上､｢枠の大きさ､書き込む時期､内容が制限される｡学生

間の相互性は､教授者の選択を通してのみ行われる (大山､1999a､p.14)｣という制約をもっことも事実である｡

このことについては､大山が ｢(｢何でも帳｣による双方向性よりも)e-mailを使 った意見のやりとりを取 り入れ

た授業形態が優れているように見えるかもしれない｡実は､私たち公開実験授業のスタッフも､双方性の設定の仕方

については授業後の検討会などを通じて､何回となく議論を積み重ねてきた｡学生どうしのディスカッションが展開

するような授業の設定と運営がいいのか､何でも帳だけでなく､e-mailなどを使い学生と教授者が随時､好 きなだ

けやりとりができる設定がいいのか､などの意見を交換してきた｡これらの点に関しては､現在もまだ明確な合意が

得られているわけではない｡(カッコ内筆者補足)｣と述べていることから (大山､1999b､p.67)､授業者である田

中は､｢何でも帳｣のもつ限界を打ち破る一つのメディアとしてインターネットの利用を思いっいたといえよう｡ イ

ンターネットによって､これまで自分が感じてきた ｢学生同士のネットワークをどうしてもうまくっくれない｣こと

に対する不満が解消されるのではないかという期待が込められていると考えられるのである｡これは､今回の ｢教育

とコミュニケーション｣第3回の授業時､田中教授が､昨年度の ｢何でも帳｣の抜粋を資料とし､受講生に以下のよ

うに語りかけていることからも明らかである｡

それでですね､これでやりたかったのは､なんだっていうと､普通の授業だとしゃべりっぱなしじゃない｡一

人一人がそれでどう受け止めてって､それと対話していく道具がほしかった｡その道具を作ったのがこれ (何で

も帳)であって､だから一人一人と僕との対応関係みたいなものが一応できてたわけです｡ちゃんと対話にのっ

てくれる人とのってくれない人が一目瞭然に見えた｡それはとってもよかった｡ただね､思ったんだけどね､こ

れは､(今みんなに)配ったのは9年度のなんだけど､10年度にね､はっと気がついたことがあって､それはな

んだっていうと､その､抜粋を配るわね､この中で授業で使えそうなものを｡それがその抜粋がね､その前のペー

ジに抜粋があるんだけれども｡これを配るとね､これに対して応えを書いてくる人がたくさんいる｡ たとえば､

何でも帳の抜粋の中のCという人に対して ｢こうだ｣っていうことを書く人がいる｡ それを今度､こういうのが
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あったよ､ と返 してあげるとね､学生同士の討論の輸みたいなものができるわね｡ ところが､それは十分使えな

かった｡ この方式では無理があった｡だか らね､あの､ これをや りなが らものす ごく不満を感 じてたときがあっ

て､それはなんだっていうと､一つはですね､･一対一の関係 しか作れない｡その､学生同士のネットワークをど

うして もうまいことつ くれない､ というのが ものす ごく不十分に感 じた｡ もう一つは､二極分解 という､のれる

人 とのれない人､それをどうして もうまく克服できなかったっていう､なんかつ らさみたいなものがあって｡で､

なんで今年､はら､電子会議室使お うとしてるのか とかね､それか ら､ こう少人数のゼ ミやろうとしてるか って

いうと､ もっぱ らその二つを乗 り越 したいわけね｡(カッコ内筆者補足)

｢教育 とコ ミュニケーション｣第 3回授業時1999.4.28の記録 ビデオより

こうしてみるとわかるように､本実践は決 してインターネットというメデ ィアが存在 したか ら敢えてそれを利用 し

たのではな く､あ くまで もその必然性の もとに､インターネットというメディアが有効なものとして立ち現れてきた､

といえるのである｡

3.KKJ実践の概要
(1) 授業内容

先述 したように､KKJ実践では京都大

学の高等教育教授 システム開発セ ンターが

提供する全学部 2-4年生対象の一般教育

｢教育 とコ ミュニケーション｣ と､ 慶鷹大

学組合政策学部側の井下理教授が担当する

3-4年生対象の ｢井下ゼ ミ｣が連携 して

行 うことになったわけだが､授業はそれぞ

れ独自のシラバスに基づいて進められた｡

ここでは京都大学側の授業についてその概

略を述べる｡

京都大学側の授業 シラバ スには､ ｢前期

の演習では､夏期休暇中の合同合宿を目指

して､以下の項 目について､順次話 し合い

を続けたい｣ と記述 されてお り (図 1)､

｢教育 とコミュニケーション｣｢大学とコミュ
ニケーション｣｢対人心理 とコ ミュニケー
ション｣｢カウンセ リングとコ ミュニケー
ション｣などが予定 として記述 されている｡

しか し､実際の授業は決 してその通 りには

進まず､結果的には表 1に示 したように､

合宿を目指 したディスカッションが多 くを

占めた｡(なお､筆者 らは合宿を含 む この

実践のすべてを参与観察 し､溝上教官 とと

もにビデオ記録をおこなった｡また､必要

に応 じて授業内容及び学生のやりとりをコ

ンピュータにプロ トコルデータとして記述

した｡)

(科目名)鞭雷とコミ‡ニケ⊥シヨン ( ～ ) ^ #(蝉 位 歎) 4単位

(英 釈)肌 cAtiOn8ndCcNdILItlicatiOn ({ 鱒 期) 前 期(棟葉形嶋) 漬 習(対義回生) 2-4回生(所 Jt 布 局)(僧 名)(氏 名)

轟等畿青セ 数 枚 EEl中毒美 (対象学生) 全学向き
高専徽雷セ 助敦練 石村雅雄 (嶋 時 限) 柵期の水
高嶋最雷セ 助数枚 大山集宏 嶋4隈とJl休み中の集中
蔦等義雷セ 助 手 柵jI義昭 合宿 (3日間程度)

(撫義のテーマと胃的)
この慣習の目的は､ r徴集微雷としての教育学Jであるが､今年度は､教育とコ
ミユニケ-シコンのつながりをテーマLとする.関連する機々な日常的なテーマを
手がかりにして､お互いに蕎し合いを溝めてゆきたい.

(撫義ffTと内曹)
前期の漬智では､夏期休暇中の合同合舟を日精して､以下の嘱目について､職
次賭し合いt蝿けたい.
軟膏とコミュニケ-シすン 3回 田中
大字とコミュニケーション 3回 石村
対人心理とコミュニケーション 3回 神JF
カウンセリングとコミュニケ-シ9ン3回 大山
研究合有に向けて 1回 田中/石村/大山/神農

研究合有では､Jt応義塾大学輪台政策学88(湘南JF択キャンバス)の井下理
教練のゼミ (コミュニケーション嶋)と合同で､村嶋や意見発責を実施する.#
しい8線や場所については､学期の途中でhhの上､汰定する.

(貞義■儀の方蟻)
合75-の鯵加を､不可欠の前榛とする.通常の競業での肘嶋-のf加の仕方､合
有を含めた捜業の場での裾蓑の仕方などを中心にして､秤優する.
(コメント)
これは､京蕎大学高専軟膏敦授システムFM罵センターの養供する実験的性格を
t}つ複葉なので､場合によっては若干の響鴨者などがあり､胃董なども行うこと
を､了承しておいてください.漬晋の運営上､受講生を20人糧度に嘱隈する.

(徽 嶋 雷)

責科は轟回配布する.
(+*88)

図 1 京都大学 ｢教育 とコミュニケーション｣授業内容

平成11年度 京都大学 『全学共通科 目履修案内』p.105より
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表 1 京祁大学 ｢教育 とコ ミュニケーション｣授業及びその関連行事の内容

授 業 日 出席教官 授 業 概 要 備 考

第1回 田中毎実 オリエンテーション 人数超過のため
4月14日 石村雅雄 ･授業のテーマと簡単な目的､合宿についての説明 (神藤) スタ ッフで受 講

大山泰宏 ･集中ゼミ､連携､メディアを利岡することの意味についての説明 (田中) 者を22名 (- 29
満上慎一 ･スタッフの自己紹介 (スタッフ全員) 名) に決定

第2回_ 田中毎実 アイスブレーキング 会費制により､ビールと軽食

4月21日 石村雅雄 ･ホームペー ジの記入について (神藤)
大山泰宏 ･井下ゼ ミと､ゼ ミの論文集の紹介 (神藤 .石村)
溝上慎一 ･｢大学と私｣をもとに自己紹介&懇親会 (学生及びスタ ッフ)
神藤責昭 ･-ンドルネームで投稿するか本名で投稿するかという議 論が自然発生

第3回 田中毎実 事務連絡&田中先生より話題提供
4月28日 大山泰宏 ･教官側の自己紹介文配布その他連絡等 (神藤)

神藤責昭 ･平成9年度授業 ｢ライフサイクルと教育｣より話題提供 (田中)
学生から､授業と電子会議室の差がわかりにくいとの質問あり
･｢オ夕ク｣議論と議論の仕方 (メタ議論)について (学生)

第4回 田中毎実 合宿について&ボディーワーク
5月12日 大山泰宏 ･合宿先までどうやって行くかなど (大山)

神藤貴昭 ･ボディーワ-ク～ブラインドウオーク等～ (大山)

第5回 田中毎実 合宿について&ボディーワーク 学生間で電話番号とメールアドレスの交換

5月19日 大山泰宏 ･合宿について (司会-学生)
神藤貴昭 ･京都大学事務連絡専用のメーリングリストを作るかどうかを検討 (学生)

･ボディワーク～天国-の階段～ (大山)

第6回 田中毎実 合宿について&ボディーワーク
5月26日 大山泰宏 ･自己紹介をHPに載せるかどうか､コンパについて話し合い (学生)

神藤貴昭 一一結果は掲示板に
･合宿について- 合宿係､会計係､コンパ係の決定 (学生)
･ボディーワ-ク～ペア探 し&吉田山までブラインドウオ-ク～ (大山)

第7回 田中毎実 ホームページ上の議論に関して
6月2日 大山泰宏 ･ホ-ムページ上で行われている議論について (田中)

溝上慎一 ･合宿について (合宿係)-何を話したいか次回までのレジュメを作ることに
神藤貴昭 ･いくつかの議論 (学生)

(日本の)コミュニケーションについて/ガイドライン法案について
･授業についての質問 (論文を作るのか? 目的がわかりにくいなど)(学生より)

(6月8日) 京大スタッフ (田中 .神藤)の慶応井下ゼミ訪問

第8回 田中毎実 合宿に向けて (尾)澤さ んと磯松さん来京)
6月9日 大山泰宏 ･SFCスタッフ尾 荏さんと学生の自己紹介

神藤昌昭 ･セッションの内容についての議論 (学生 )

(6月10日) 学生主催のコンパ (由中 .石村 .大山 .神藤 .田口.村上も参加)

第9回 田中毎実 合宿に向けて
6月16日 石村雅雄 ･事務連絡 (神藤)

大山泰宏 ･合宿に関する議論 (学生)

神藤貴昭 リクリエーションをどうするか

合同合宿 田中毎実 合同合宿 (学生)
6月18日 石村雅雄 ･名刺交換会 .セッション0 (｢合宿のテーマと流れをどうするか｣全体デイスカツ
～ 大山泰宏 シヨン).セッション1 (｢大学と私｣小グループディスカ ッション).セツシヨ
6月20日 神藤貴昭 ン2(テーマ別グループディスカッション).セッション3 (チ-マ別 グル-プ

ディスカッション).セッション4 (全体飲み会).セッション5 (合宿を通 して
の全体ディスカッション)

第10回 田中毎実 合宿の総括
6月23日 石村雅雄 ･合宿に関する総括をすることの提案 (石村)

大山泰宏 3グループに分かれて､合宿のことについて話し合い､結果を発表 (学生)
溝上慎一 ･メーリングリストを作ることの提案 (学生)一一作ることに決定
神藤責昭 ･合宿の感想を次回までに記入してくることの提案 (石村)

第11回 田中毎実 合宿の総括
6月30日 石村雅雄 ･ホームペ-ジ に関する議論 (学生)

大山泰宏 ･グループ別討論をすることの提案 (石村)
席上慎一 話題別の3つのブル-プに別れて討論､話し合った結果を発表 (学生)
神藤貴昭 ･メーリングリストやチャットについての議論 (学生)

第12回 田中毎実 最終授業 会費制により､ビールと軽食

7月7日 石村雅雄 ･合宿会計について (合宿係)
大山泰宏 ･論文について (内容､期限､作成形態､ 印刷や製本など)の議論 (学生)

※表中授業内容は､神 藤責昭教官がHP上に ｢京都大学授業概要｣として投稿 したものを基に､筆者が作成 した｡
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(2)ホームページの開設 ･利用

授業を開始するにあたり､慶腔大学側のスタッフ川によって､KKJホームページが開設された｡ このホームペー

ジは､受講者以外はアクセスできないようにパスワー ド管理が行われており､ トップページからそれぞれ ｢京都大学

授業概要紹介｣｢慶腔義塾大学井下研究室授業概要紹介｣｢合同合宿企画｣｢共通課題｣｢フ.)-トーク｣にリンクする

構造になっている (図2に示したのは京都大学授業概要紹介のページである)｡京都大学側では第 2回の授業時､実

際に教室でインターネットにつないでの実演が行われ､ホームページ記入の説明が神藤教官より行われた｡その際説

明された ｢おもな授業の流れ｣は､図3に示した通りである｡

77･イル(p 繍纂(i) 表示(沙 ジャンプ喧) CbrnrruliGatOr喧)ヘルプql)
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図 2 KKJホームページの一部 (京都大学授業概要)

○おもな授業の流れ

･授業を受ける-神藤がその授業をKKJホームページの京都大学の授

業概要のページに簡単にまとめる-みなさんがその授業へのコメント

を書く-だれかの意見へのコメントをさらに書いたり､慶応のページ

にもおじゃまする (相手の意見を尊重すること)

･授業 2回に1回以上コメントしてください｡

図3 京都大学授業の流れ

(神藤教官の投稿記事 ｢京都大学4/21授業概要｣より)

4.インターネットを利用した実践研究の動向

このように､KKJ実践ではホームページを利用したわけであるが､教育にインターネットを利用する試みはこれ
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までに様々に行われている｡ そこで次に､インターネットの成り立ちを概観した上で､インターネットを利用した教

育実践研究の動向について述べる｡

(1) インターネットの成 り立ちと現在

現在のインターネットは､1960年代後半に開始されたアメリカ合衆国国防総省のコンピュータネットワーク研究に

その源流をみることができる｡ ネットワークの一部が敵の攻撃や何らかのアクシデントによって破損 したとしても､

別の経路を使ってデータをやりとりできるような､強力なネットワークを構築することを目的として､アメリカ合衆

国国防総省高等研究計画局 (DARPA)がARPANETと呼ばれる軍事用の実験用WAN(WideAreaNetwork)の

研究を開始したのである｡ ARPANETは1970年代初頭には､アメリカ合衆国 ･ヨーロッパのコンピュータを50台接

続するまでに拡大 した｡その後､本格的な大規模ネットワークの研究のため､DARPAはARPANETに対 して予算

を投入 し､ARPANETはさらなる拡大を続けた｡

この頃から､徐々に本来の目的であった軍事的研究から､非軍事的研究-と研究の目的が移行し､それにともなっ

てユーザーも政府機関や軍､大学関係者へと広がっていった｡こうしてネットワーク自体の規模が拡大 し､通信量が

激増すると､ネットワークの管理が難 しくなる｡ そこでARPANETは､軍事部門のMILNETと民生部門のARPA

NETの2つのネットワークに分離することになった｡このとき､分離後も2つのネットワークが相互に通信するこ

とが必要となったわけだが､そのためにはそれを可能にするプロトコルが必要である｡ その時採用されたのがTCP

とIPという2つの基本的なプロトコルである｡ ARPAは､インターネットの技術が広 く世の中に出ることを促進す

るために1982年にTCP/IPの仕様を決定 し､仕様の詳細とその実験に関する報告を､オンラインで ARPANET上に

公開していく方針を打ち出した｡(現在もTCP/IPに関する仕様は､インターネット上に文書として公開されている0)

その後､TCP/IPプロトコルを採用する大学や研究所が増加 したために､今日のように全世界的にコンピュータがつ

ながることが可能になったといえる｡

インターネットが一般に飛躍的に普及することになったのは90年代に入ってか らのことである｡ これは､WWW
(worldWideWeb)の登場が大きなきっかけとなったといえよう｡WWWとは､スイスのCERN(ヨーロッパ素粒
子物理学研究所)が開発した､インターネット上で文章のみならず､画像や音声といった情報も簡単に提供でき､ リ

ンクなどで簡単に参照できる-イパーテキスト構造をもつ しくみのことである｡93年にWWWを閲覧するブラウザー
｢Mosaic｣が開発され､その後 ｢Netscape｣や ｢InternetExplorer｣などへと開発 ･改良されたことによって､イン

する事が可能となったために､個人単位での情報発信が容易になり､従来にはみられなかった双方向性のコミュニケー

ションが可能となったことである｡

こうした特徴をもつ新 しいメディアは､早 くから教育に利用されてきた｡高等教育機関は､早 くからインターネッ

トに接続されるところが多くみられたが､授業に利用するというよりは､シラバスや大学案内を公開するなど､情報

の共有化に利用されることが多かったといえる｡ 一方､小中学校ではインターネットのもつ ｢双方向性｣に注目した

実践が多くみうけられるようになった｡そこで次に小 ･中 ･高等学校を含め､インターネットを用いた教育実践をい

くつかとりあげ､その特徴を概観する｡

(2)小 ･中 ･高等学校を対象にしたプロジェクト

1)100校プロジェク ト

日本におけるインターネットの教育利用として最も初期に行われた大規模プロジェクトとして､100校プロジェク

トを挙げることができる｡

100校プロジェクト (http://plOO.mgt.ipa.go.jp/100school/)とは､通商産業省が文部省の協力のもとで推進す

るプロジェクトで､財団法人コンピュータ教育開発センター (CEC)と情報処理振興事業協会 (IPA)が実施 してい

る｡ 全国の約100ヶ所の小 ･中 ･高等学校などにネットワーク環境を設置し､高度化 したコンピュータ技術､ ネット

ワーク技術を活かしながら､学校教育のいろいろな場面でネットワークを自由な発想で活用していこうとするもので

ある｡1994年度に行なわれた公募には1543校から応募があり､最終的に111校の学校及び教育施設が対象となり､実
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施されることになった｡代表的なプロジェク トとして､｢全国発芽マップ｣(http://www.res.miyazaki-u.ac.jp/

HomePage/kyoudoupuro/hatuga.html)｢酸性雨調査プロジェク ト｣(http://www.edu.ipa.go.jp/kyouiku/100/

project/prjlist/joint/acid/)などがあげられる｡ そこでは､子どもたちがネットワークを利用 して各地域の学校か

ら情報を収集 し､地域の差などを体感することができる｡またそこで収集されたデータは､各学校の取り組み方次第

で様々な角度からの活用が可能となる｡

97年度からは､新たに ｢国際化｣､｢地域展開｣､｢高度化｣を柱とする新100校プロジェクト (http://cecgw.cec.or.

jp/net/shinlOOp.html)が引き続いて行われた｡アジアの高校とネットワーク上で共通のテーマについて議論 ･情報

交換をする ｢アジア高校生インターネットプロジェクト｣や､ ドイツ ･オランダ･スウェーデン･エストニア･日本

の生徒がメディアについてともに考える ｢MeAndMedia｣プロジェクトなどが行われた｡

現在､100校プロジェクトや他のインターネット利用プロジェクトを受け､平成11年度より ｢Eスクエア･プロジェ

クト｣(http://www.edu.ipa.go.jp/E-square/)が始まっている｡ Eスクエアプロジェクトでは､過去のプロジェク

トの経験を生かして学校がネットワーク環境を整備するためのノウ-ウを提供 したり､｢バーチャルスクール｣を作っ

て情報を交換 ･共有 したり､共同学習の場を提供 したりしている｡

2)メディアキッズ

100校プロジェクトとほぼ同時期の1994年秋より､アップルコンピュータ社と国際大学グローバル ･コミュニケー

ションセンターとが共同して､メディアキッズという教育研究プロジェクトをスター トさせた｡

メディアキッズ (http://www.mediakids.or.jp/)は､当初8校からのスター トであったが､現在参加校は100校以

上にのぼり校種も様々である｡このプロジェクトは ｢コンピュータネットワ-クによる子どもたちが主役の学校間交

流｣をテーマに掲げ､子どもたちが簡単にどんどん使 うことのできるネットワークやインターフェイスが構築されて

いった｡このような環境のもとで､子どもたちが主役となって自由に発想することを支援するため､最初から固定化

したシステムを提示せずに､議論の流れの中で子ども達から要望が出た場合などに必要に応 じて掲示板や会議室など

の必要なシステムを作成 している (新谷 ･内村､1996)｡

現在は､授業に関わるような交流 (コラボレーション)を軸にした ｢わいわいプロジェクト｣､ 日常の話題の交流

(コミュニケーション)を軸にした ｢こんにちはプロジェクト｣､イベントなどを中心とした ｢プロジェクト｣の3つ

の会議室群で構成されており､｢方言学習｣や ｢小 2ゆうぴんきょく｣｢リレーものがたり｣などのプロジェクトが実

施されている｡

大人が議論をひっぼるのではなく､子どもたちが中心となって積極的に議論を行い､その中で自然にリーダーが生

まれ､プロジェクトを進めていることが特徴であろう｡

3)こねっとプラン

こねっとプランは､文部省指導のもとNTTが主催 しているプロジェクトである｡ NTTという民間企業がダイア

ルアップ接続に必要なISDN通信機器の支援や､｢こねっとワール ド｣というホームページあるいはメー リングリス

トたよる情報提供を行なうなど､多 くの学校のインターネット利用を支援 している点が特徴であろう｡現在1000校ほ

どの学校が参加 しており､各校が地元のプロバイダと契約 して接続 している｡｢こねっと･ワール ド｣(http://www.

wnn.or.jp/wnn-S/)では､学校から送 られてきた学校ニュースや博物館 ･科学館などの情報､あるいは先生のため

の遠隔授業やVOD､学校間交流に関する様々な情報が公開されている｡ また各業界の一流人を講師に迎えた ｢こねっ

と･セ ミナー｣も開催されており､毎回テレビ会議 システムを用いて700校程度が参加 している. ここでは､事前に

講師に話 してほしい内容や質問したい事項などをメールなどを用いて募集 しており､双方向性の特徴を持たせている｡

さらに ｢こねっと･ワール ド｣内には子ども用の検索エンジンが設けられ､有害情報のチェックが行われている｡ こ

のようにして､こねっとプランでは､情報を収集 ･共有できる環境が提供されており､教師や子どもが､その情報の

中から自分たちに必要なものだけをとりだすことができるようになっている｡
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4)ThinkOuest

最近では､ インターネッ ト接続や情報提供 という支援以外のユニークなプロジェク トも行われている｡

ThinkQuest-(http://www.thinkquest.org/)は世界中の12歳から19歳までの中学生 ･高校生を対象として､何かを

学ぶための教材となるWebページを作成 し､その内容を競 うコンテストである｡ アメリカのANS (Advanced

Network&Services,Inc.)によって1996年から始められているこのプロジェクトでは､生徒達自身にとって興味が

あることについて調査 ･探求を行い､他の生徒にも役に立っWebページを作ることを目的としている｡ 参加方法は､

23人の生徒と13人の教師､父母などのコーチというチームでの参加となっている｡ 友人同士でチームを組むだけでな

く､Webページ上でチームのメンバーを募集することも可能である｡ 日本ではThinkQuestへの参加をサボ- 卜す

る活動が行われているが､1998年からは､ThinkQuest@Japan(http://www.thinkquest.gr.jp/)として､日本語に

よる教材作成コンテストも開催されている｡

Webページという表現方法を通して､生徒の中に構築されている知識を表現することができ､またそうしてでき

あがったWebページをまとめることで教材ライブラリーが作成されるという意味でも非常に有用だといえる｡

(3) 高等教育における授業実践

1)CALLシステムを用いた語学学習

コンピュータを利用した語学教育を総称して､CALL(ComputerAssistedLearningLanguage)と呼ぶ｡音声や

映像などのデータに自由にアクセスできるなどの特徴があり､従来の語学授業より発音 ･リスニングなどの学習に効

果があるとされている｡また､CALL教材を利用することで､学習者の能動性が引き出されることが明 らかにされ

ている (村上､1999)0

京都大学では､平成10年よりCALL教室の設備が導入され､CALL授業が行われている (http://lily.multi.h.

kyoto-u.ac.jp/)｡特に第 2外国語を中心に､教師やTAによって教材作成が行われている｡ 教材はWeb上で公開さ

れ､授業を受講 していなくても自学自習ができるようになっている｡中国語の授業では､学生達が各自で興味のある

テーマを選び､そのテーマに沿って検索エンジンを用いて中国のページを収集し､ホームページを作成してプレゼン

テーションをする実践がなされた｡また､そのとき得た知識をまとめて共有するために､掲示板システムを利用する

ことで､単語帳の作成が共同で行われた｡こうした実践は､情報の少ない分野で共有できるものを増やしていくとい

う意味でも有用である｡

2)日独国際共同セミナー

日本の政治 ･国際関係分野におけるインターネットの学術利用の促進や､異なる母語をもつ諸国相互の国際学術交

流の可能性を広げることなどを目的とした､日独国際共同セミナーが､富山大学教養教育科目 ｢教養原論演習｣を中

心に行われた｡ 1回目は､1995年10月から96年 3月にかけて行われ (筒井､1996)､98年までに4回実施されている

(筒井､1998)｡

1回目の共通テーマとして､戦後敗戦国として出発した日独両国が再び先進国の仲間入りしたという共通性を起点

にした ｢戟後50年の日独政治の比較分析｣が設定された｡セミナーを行うにあたっての準備として､工学部技官によ

るリテラシー教育､留学生を講師としての英語による議論や文章化の訓練､遇 1回の政治 ･国際関係論のオフライン

セミナーなどが実施され､さらにセミナーの直前には､ ドイツ政治専門家を招いての講義も行われた｡

セミナーは､週 1回実施される各大学のオフラインセミナーを中心に据え､メーリングリストにオフラインセミナー

の進行状況を流 して議論を行い､その結果をオフラインセミナーに活かしていくという方法で行われた｡また､議論

の内容をホームページ (http://www.toyama-u.ac.jp/hmt/scs/dj50/dj50j.html)にまとめる作業も行われた｡

メールによる交流やホームページの作成によって参加大学相互の心理的一体感を高めることができ､意見交換する

ことによって各自の知識を深めることになった｡また､外国語での議論をすることに飛躍的な進歩をみせる学生も出

てきた｡
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3)ReCoNote

益川らは書き込み ･共有 ･閲覧機能と相互 リンク機能を持ったグループウェアソフトウェア ｢ReCoNote｣(http:

//nahomi-new.sccs.chukyo-u.ac.jp/projects/reconote/)を作成 した｡｢ReCoNote｣では､自分のノートだけではな

く､他人のノートを参照することができ､かつそれらを関係付けることができる｡このような機能を利用することで､

自分の考えを外化し､グループで共有 し､共同作業がより活発化することをめざしている｡これを中京大学情報科学

部認知科学科で97年度後期に行われた ｢ヒューマンインターフェイス論 2｣の授業で実際の授業に連動させ､希望者

に利用してもらい､データの分析を行った (益川 ･青木 ･八木､1998)｡その結果､利用が個人のノー ト中心であっ

ても､みんなで使うことを予測 して書き込まれていたと考えられることが明らかとなった｡また､ リンク作成に注目

すると､当初は自分のノートとあらかじめあった関連資料との関連付けのみだったが､利用が進むにつれて､他人の

ノートとの関連付け､他人の作成 した会議室との関連付けが増えていった｡このことから徐々にデータの共有化の世

界が広がっていったといえ (益川､1998)0

4)メディアを活用したプロジェク ト型学習

妹尾は､慶鷹義塾大学SFCの共通基礎科目 ｢社会調査法 (妹尾堅一郎担当)｣(http://www.sfc.keio.ac.jp/-senoh

/chousa/)の授業において､電子メールとホ-ムページを活用して ｢デジタルメディアを活用 した学習者志向の学

習環境の構築と運用､ならびにプロジェクト型授業運営の開発｣を目指した実践を行っている (妹尾 ･藤本 ･橋爪､

1998など)0

｢社会調査法｣では ｢定性的な社会的意味の探索｣を授業の目的に掲げ､ホームページや電子メールを用いて教官

とSA (StudentAssistant)が､グループに別れた受講生に指導を行った.まず､授業料目自体のホームページを

立ち上げ､当初のプロジェクト候補や､方法論についての簡単な解説､様々な情報やアドバイスなどを掲示した｡学

生たちは､グループごとにプロジェクトを計画 し､ホームペ-ジ上で企画書､活動経過､調査成果などを報告 ･更新

することで教師や他の生徒､大学外部に情報を公開した｡グループで活動することで､多様な視点を相互交流させな

がら情報を扱うことができ､またホームページ上に公開することで､他班との情報共有が可能になり､各班-の活動

の刺激となった｡さらに､電子メールなどの利用によって､教師 ･SAによる学生-の指導が従来よりも多くできる

ようになったこと､学生間の関係が密に取れることによってグループ活動の活発さを促したことから､メディアの媒

介が授業形成に重要な役割を果たしたと報告されている｡

5.KKJ実践におけるインターネットの位置づけ

(1) インターネットの利用に関する類型化

以上のように､コンピュータの記憶容量と性能が増すにつれ､インターネットの利用もさまざまな方向でなされる

ようになってきたが､インターネットの役割や利用形態は古いものが等区逐され､新 しいもの-と変容していったとい

うよりは､徐々に広がっていったということができよう. 例えば､先に紹介した実践の中にもインターネットは様々

な役割を担ったものとして登場する. ちょうどコンピュータがオーサリングソフトを用いてアイデアを整理 し､ワー

プロソフトを用いてそれを文書化 し､さらにプレゼンテーションソフトを用いて他人に伝達するという一連の作業す

べてに利用されるように､インターネットも情報収集に利用する場合もあれば､情報発信に利用する場合もある｡ そ

表 2 インターネットの位置づけに関する類型

インターネットの位置づけ 利 用 者 の 目 的 利 用 例 実 践 例

1 個々の知識や技術を得るための道具 A 情報の共有化 シラバスの公開 各大学機関等
B 技能の習得 英語力の向上 CALL (京都大学等)

C 新たな知識の獲得 調べ学習での活用 100校プロジェクト

2 学びの共同体を成立させるための場 D あるテーマに関した理解を深める 授業内容の外化 ReCoNote(中京大学)
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れらを整理するため､こうした多様な実践におけるインターネットの役割にのみ注目し､それらを類型化した結果が

表 2である｡

インターネットを用いた実践研究におけるインターネットの位置づけは､ 1)個々の知識や技術を得るための道具

としての利用､ 2)学びの共同体を成立させるための場としての利用という2つに大別でき､さらにそれぞれいくつ

かの下位類型を見出すことができた｡

1)個々の知識や技術を得るための道具としての利用

A:情報の共有化

大学では独自のホームページをもち､大学案内や入試情報､教育方針や教育内容などを公開しているところが多い｡

さらに教師が授業のシラバスや授業で配布するレジュメをネット上にアップし､事前の内容把握を促進するなどの取

り組みも行われている｡ 従来のメディアのように､出版費用がかかることもなく､またいっでも好きな時間に公にさ

れた情報を獲得することができるのである｡こうした利用は､情報の共有化のための利用であるといえ､｢24時間利

用可能な掲示板｣的な用い方と位置づけることができる｡

B:技能の修得

前述 したように､CALL教室のホームページを利用 して語学を修得 したり､海外 と英語による電子 メールの交換

を通 して英語力の向上をはかったりといった実践が行われている｡ これはインターネットを学習のツールとして利用

する方法であるといえる｡ CALL教室のホームページは､これまでパッケージソフ トとしてしか手にいれることが

できなかったCAIソフトが､インターネット上で手軽に利用できるようになったものととらえることができる｡ ま

た海外とやりとりをすることで英語力の向上をはかるという発想はファックスのやりとりや電話での英会話のレッス

ンという従来みられたものの延長線上にとらえることができるが､それが実際のコミュニケーションであるがゆえに､

応用力を養うという意味でも効果的であるといえる｡

C:新たな知識の獲得

WWWは情報発信の容易さによって､巨大なデータベースとしての役割を果たしており､検索エンジンを利用する
ことで必要な資料を集めることができるが､WWW上に存在する大量のデータを利用した学習方法として調べ学習杏
挙げることができる｡ 前述 したように､100校プロジェクトでは､各地域の学校から情報を収集し､地域の差などを

体感 してもらうことを目的とした ｢全国発芽マップ｣｢酸性雨調査プロジュクト｣などが行われている｡ 子 どもたち

は知りたいことを手にいれるため､WWW上に多数存在する様々なホームページを探 したり､あるいは専門家やボラ
ンティアの大人に質問メールを出すことで､学習を進めている｡ ここでは､インターネットは､巨大な図書館､情報

の宝庫として利用されているといえる｡

2)学びの共同体を成立させるための場としての利用

1)で述べたような利用は､従来のメディアとは比較にならないほど利便性が増大 しているものの､期待している

役割そのものは､従来の役割の延長線上と考えることができよう｡ しかし､従来のメディアの用い方とは発想そのも

のが異なっているような用い方もある｡ 2)の類型にあたるのがそれである｡ こうしたインターネット利用の位置づ

けの変化は､インターネットの性能の変化のみに起因するものではなく､むしろ､学習観や知識観そのものが見直さ

れてきたためであるといえる (三宅､1997)｡すなわち､Brownらが､われわれが通常用いている知識は､それが用

いられる状況や文脈の中で適切に生起するものであり､身の回りの道具や他者との問に分かちもたれているのであっ

て､決 して特定個人の中にしまい込まれているものではない (Brown,Collins&Duguid,1989)､と主張 しているよ

うに､知識がどこかに存在 し､それを頭の中に獲得するのが学習でありその獲得を援助するのが教育であるという学

習観や､知識がすべて個人の頭の中に蓄えられる情報体系であるといった知識観などが見直されてきているのである｡

こうした知識観の変化を背景として､インターネットは個人が学びを構成 していくための場としても利用可能である

と考えられるようになったといえる｡

このような知識観に基づき､ネットワークを用いて ｢学びの共同体としての教室文化｣を作り上げようとする試み

がなされている｡ CSILE(ComputerSupportedIntentionalLearningEnvironments)は､協同学習活動を支援する
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ためのデータベース ･ソフトウエアである｡ これは､オンクリオ教育研究所応用認知科学センターのスカ-ダマリア

とブライターを中心とした研究者 らによりその開発と運用がなされており､日本においても大島らによる実践と評価

がなされている (大島､1998a､1998b)｡また先述 したように､中京大学では協調学習支援用ノー トシステムとして

ReCoNoteを制作 し､実際に ｢ヒューマンインターフェイス論2｣という講義で活用され､評価がなされている (益

川 ･青木 ･八木､1998)0｢ReCoNote｣は､自分の考えを外化 し､またそれを相互にリンクさせることで､共同作業

を活発にすることを目指 しており (益川 ･青木 ･八木､1998)､インターネットはそのための ｢場｣として利用され

ていたということができよう｡

(2)KKJ実践におけるインターネ ットの位置づけ
それでは､KKJ実践において､インター

ネットはどのように位置づけられるのであ

ろうか ｡ KKJ実践の特徴は､ まず､京都

大学と慶庶義塾大学 という2つの大学が合

同で行ったということ､それもインターネッ

トのやりとりと合同合宿という､オンライ

ン､オフライン両方での ｢合同｣にあった

といえるだろう｡ 合同合宿というオフライ

ンの場での相互作用を脱みつつ､それぞれ

の大学がそれぞれに授業を行い､同時にイ

ンターネットというオンラインの場で相互

作用を試みるという､｢合同合宿｣｢授業｣
図4 KKJ実践における3つの リアリティの関連

｢インターネット｣ という3つのリアリテ ィが有機的に組合わさった実践と特徴づけること が できる (図4参照､図

中-は､議論や会話の方向性を示 している ｡)0

よって､KKJ実践では､インターネッ トは学びの共同体を成立させるための場としての役 割が期待されていると

いえ､上述 した類型の2)にあたると考えられる｡しかし､これまでの実践が､イン タ ーネ ッ トという場があらかじ

め組織化されたものであるのに対 し､KKJ実践においては､場そのものが流動的であ り､学 生自らが場そのものを

作り上げていくものであるということ､また､ テーマそのものも事前に決定されてはおらず､学生に任されている､

という点で違いがみられるといえる｡

6.インターネットを含めた環境設定の重要性

先述 したように､｢教育とコミュニケーション｣は高度一般教育の一環として ｢教育とコミュニケーションの大切

さを体得｣することが目指されている｡ 先に ｢ライフサイクルと教育｣との関連について述べたが､｢教育 とコミュ

ニケーション｣におけるインターネットというメディアは､｢何でも帳｣の単なる発展であり延長であるだけではな

い｡メディアのもつ特徴は､それが使われた授業の目標 ･形態 ･教授者のスタンスを抜きには語れない ｡ メディアは

メディアの機能のみを取り出すのではなく､授業システム全体との関わりの中でみていかなければならないのである｡

今回の ｢教育とコミュニケーション｣という授業は､｢活動性｣｢到達点の自由度｣ともに非常に高いものである｡こ

れは､毎回 ｢講義｣という形で新 しい話題を教授者側から示 した ｢ライフサイクルと教育｣とは､目標 ･形態ともに

全 く異なるものである (それぞれの授業の位置づけの違いについては､溝上 ･田口､1999参照)｡すなわち､ メディ

アが異なるということは､メディアを含めた授業における環境構成がすべて変わってくるということである｡ おそら

く､｢ライフサイクルと教育｣の公開講義における ｢何でも帳｣をそのまま ｢インターネット｣に差 し替えても､決

して何でも帳より効果があったとはいえないだろう｡｢ライフサイクルと教育｣における授業は､｢学生の授業構成力

を生か した教師による授業構成｣であり､｢すべての授業構成を学生にゆだねる｣ことではない (田中､1998､p.8)

からである｡ 大山は ｢何でも帳のよさはその制約にある｡｣と述べているが (大山､1998b)､筆者なりにその ｢制約｣

の意味を考えるならば､｢何でも帳｣は､100人前後という学生を相手に講義形式でなされる一斉授業だからこそのメ
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ディアということができる｡ インターネットは放っておくとどこまでも拡散していくメディアである｡ 非常に ｢制約｣

の少ないメディアであるといえる｡ しかしだからこそ､受講生の数は制限せざるを得ず､教授者側の環境設定はある

意味､非常に撤密にならざるを得ないのである｡例えば､今回京都入学側では､教授 1､助教授 2､助手 2､研修員､

院生という7名が本実践に関わった上で､ホームページの管理に至っては､慶鷹大学側に一任 している｡ (なお､授

業においてどれだけの教官が毎回参加 していたのかについては､表 1参照のこと｡)また､今回の受講生を絞 り､参

加者を決定 したのは教授側であり､さらに､慶腔大学と合同合宿をするということを決めたのも教師である｡ ホーム

ページを準備 したのも教授側であるし､授業の内容としてボディワークを提供 したのも教師である｡ こうして考える

｢準備｣は ｢守 られるべき計画｣となったわけではなく､計画 した後は､学生の流れに教師が ｢のって｣進む形となっ

たのであるが｡)田中は､水越 (1987)を参考に､他の授業とKKJ実践における ｢学生の活動性｣｢教師の指導性｣

｢計画の拘束性｣｢労力｣を比較 しているが (田中､1999)､学生の自由度の高い授業は､非常に撤密な設計を要する

といえる｡ インタ-ネットに関していうならば､今回は､合宿と授業が相互に教育的な規制力を働かせることで､イ

ンターネットが教育的に意味ある ｢場｣として成り立っことが可能になったといえる｡

7.今後の課題

しかし､実際にインターネットはそうした ｢場｣的な役割を果たし得たのだろうか｡ また､今回の実践において､

｢授業｣｢合同合宿｣｢インターネット｣という3つのリアリティは学生にどのようにとらえられ､ またどのように関

連 し､影響を与えあっていたのだろうか｡

これらについては､現在､今回の授業を受講した京都大学側の学生すべてに個別インタビューを実施 し分析を行っ

ている｡インターネットの役割の詳細に関 しては､別途報告する予定であるが､少なくともインターネットは週 1度

しかない ｢授業｣.という ｢非日常｣ と自分たちの ｢日常｣をつなぐ役割は担っていたようである｡ しかし､インター

ネットの捉え方や活用の仕方は個人差が激 しく､授業システム全体の中でのインターネットの効果をさぐっていく必

要があると考えられる｡

また､今回教師側が構成 した ｢環境｣を､学生がどのようにとらえ､どのような ｢リアリティ｣としてとらえてい

たのか､またそれをどのように自分なりに再構成していったのかに関する検討が必要である｡ そうする中で､今回の

実践における ｢慶鷹義塾大学｣と合同であったことの意味､また､京都大学内部の学生の多様性による葛藤と拡張の

意義が明らかにされていくであろう｡ さらにこうした授業における教師の位置づけも重要である｡一見､｢何 もして

いない｣ように見える中で､教師はどのようにして ｢教師｣｢教師集団｣となっていったのか､また､教師の働きか

けの意図と学生の受け取ったものとのズレはどのようなものであったのかを探っていくことは意義あることであろう｡

これらをふまえて､高等教育における新たな授業観のもとに本実践を位置づけていくことが必要である｡ 特に､従

来の授業とどこが違いどこが同じなのかを､授業観､学習観､学習者観などの歴史的展開などを含め､位置づけてい

く必要がある｡特に､今回の実践は､平成14年度から施行される新教育課程において新 しく加えられる ｢総合的な学

習の時間｣との親和性が非常に高いように思えるが､小学校から高等教育までを見越したマクロな視点での位置づけ

が今後是非とも必要である｡
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